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【 手 続 補 正 １ 】
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【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　

　

　

　

　

　
【 請 求 項 ２ 】
　

【 請 求 項 ３ 】
　

【 請 求 項 ４ 】
　

【 請 求 項 ５ 】
　

【 請 求 項 ６ 】

第 一 部 分 及 び 第 二 部 分 を 有 し 、 該 第 一 部 分 に 沿 っ て 延 び る 外 側 ね じ 部 を 含 み 、 長 手 方 向
内 孔 及 び 少 な く と も 一 つ の ス ロ ッ ト を 定 め る ア ン カ ー と 、

前 記 ア ン カ ー の 前 記 第 一 部 分 と 作 動 可 能 に 結 合 し て い る 少 な く と も 一 つ の ピ ン で あ っ て
、 該 ピ ン が 収 縮 位 置 に あ る と き に 該 ピ ン が 前 記 ア ン カ ー の 前 記 長 手 方 向 内 孔 内 に 配 置 さ れ
、 該 ピ ン が 伸 張 位 置 に あ る と き に 該 ピ ン の 少 な く と も 一 部 が 前 記 ア ン カ ー か ら 前 記 ス ロ ッ
ト を 通 し て 外 方 に 延 び る よ う に な っ て い る 少 な く と も 一 つ の ピ ン と 、

前 記 ア ン カ ー の 前 記 長 手 方 向 内 孔 内 に 配 置 さ れ 、 前 記 少 な く と も 一 つ の ピ ン と 作 動 可 能
に 結 合 し て い る 作 動 装 置 と 、

ス リ ー ブ を 含 み 、 前 記 ア ン カ ー の 前 記 第 二 部 分 が 該 ス リ ー ブ 内 に 受 容 さ れ る よ う に な っ
て い る 案 内 部 材 と 、

前 記 ア ン カ ー の 前 記 長 手 方 向 内 孔 内 に ね じ 式 に 係 合 し 、 且 つ 、 前 記 案 内 部 材 と 作 動 可 能
に 係 合 す る 留 め 具 と 、

を 備 え る 外 科 用 留 め 具 組 立 体 。

前 記 少 な く と も 一 つ の ピ ン が 弧 状 形 状 を し て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 外 科 用 留 め 具 組 立
体 。

前 記 少 な く と も 一 つ の ピ ン が 基 部 か ら 延 び て お り 、 該 基 部 が 内 側 を 螺 刻 さ れ た 内 孔 を 定
め 且 つ 前 記 ア ン カ ー の 前 記 長 手 方 向 内 孔 内 に 移 動 可 能 に 配 置 さ れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 外
科 用 留 め 具 組 立 体 。

前 記 作 動 装 置 は 、 そ の 第 一 部 分 に 沿 っ て 、 外 側 を 螺 刻 さ れ て お り 、 前 記 作 動 装 置 の 前 記
第 一 部 分 が 内 側 を 螺 刻 さ れ た 前 記 基 部 の 内 孔 と ね じ 式 に 結 合 さ れ て い る 、 請 求 項 ３ に 記 載
の 外 科 用 留 め 具 組 立 体 。

前 記 少 な く と も 一 つ の ピ ン が 変 形 可 能 な 材 料 か ら 形 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 外
科 用 留 め 具 組 立 体 。



　

【 請 求 項 ７ 】
　

【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 別 の 形 態 に よ れ ば 、 外 科 用 組 立 体 の 圧 縮 ね じ 組 立 体 は 、 細 長 い 圧 縮 ね じ
と 駆 動 体 と を 含 む 複 数 部 品 組 立 体 を 備 え る 。 圧 縮 ね じ は 、 好 適 に は 、 挿 入 さ れ る 形 状 を 有
す る 。 圧 縮 ね じ に 沿 っ て 半 径 方 向 に 延 び る 外 側 ね じ 山 は 、 圧 縮 ね じ の シ ャ ン ク 部 分 が ア ン
カ ー の 第 二 端 部 と 係 合 さ れ る こ と を 許 容 す る 働 き を す る と 共 に 、 圧 縮 ね じ の 頭 部 分 は 案 内
部 材 と 作 動 可 能 に 係 合 す る 。 末 端 部 に 、 圧 縮 ね じ は 伸 張 可 能 な ロ ッ ク フ ラ ン ジ を 具 備 す る
。 圧 縮 ね じ が 外 科 用 留 め 具 組 立 体 の ア ン カ ー と 作 動 可 能 に 結 合 し て 配 置 さ れ て い る と き 、
駆 動 体 が 圧 縮 ね じ と 作 動 関 係 に 挿 入 さ れ 、 そ れ に よ っ て フ ラ ン ジ を 強 制 的 に 伸 張 さ せ 、 そ
れ に よ っ て 骨 ね じ 又 は ア ン カ ー の 第 二 端 部 に 対 し て 所 定 の 関 係 に 圧 縮 ね じ を 軸 線 方 向 に 固
定 す る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ５ 及 び 図 ６ に 示 さ れ る よ う に 、 外 科 用 留 め 具 組 立 体 １ ０ の ア ン カ ー ２ ２ は 、 収 縮 し た
位 置 （ 図 ５ ） と 半 径 方 向 に 伸 張 し た 位 置 （ 図 ６ ） と の 間 の 運 動 の た め に 挿 入 部 材 ４ ４ の 第
一 端 部 ４ ６ の 方 で 作 動 可 能 に 結 合 さ れ て い る 一 組 の 細 長 い ピ ン を さ ら に 含 ん で い る 。
示 さ れ る よ う に 、 ピ ン ６ ０ が 、 挿 入 部 材 ４ ４ に 対 し て 縦 に 半 径 方 向 の 移 動 を す る よ う に 、
挿 入 部 材 ４ ４ に よ っ て 動 か さ れ る 。 本 発 明 の 示 さ れ る 実 施 形 態 に お い て は 、 四 つ の ピ ン ６
０ が 、 そ れ ぞ れ が 図 ５ 及 び 図 ６ に 示 さ れ る 収 縮 位 置 と 伸 張 位 置 と の 間 を 両 方 向 に 能 動 的 に
縦 方 向 に 動 く よ う に 、 互 い に 対 し て 等 距 離 に 離 間 し て 設 け ら れ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ７ か ら 図 １ ０ を 参 照 す る と 、 ア ン カ ー ２ ２ の 挿 入 部 材 ４ ４ は 、 長 手 方 向 軸 線 ５ ２ を 中
心 と し て 同 軸 的 に 好 適 に は 配 置 さ れ て お り 且 つ 挿 入 部 材 ４ ４ の 第 一 端 部 ４ ６ 及 び 第 二 端 部
４ ８ に 対 し て そ れ ぞ れ 開 口 し て い る 細 長 い 内 孔 ６ ６ を 定 め て い る 。 示 さ れ る よ う に 、

４ ４ の 第 一 端 部 ４ ６ は 、 ４ ４ の 骨 へ の 挿 入 を 容 易 に す る た め に 、 好 適 に は 、
鋭 く な っ て い る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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前 記 外 科 用 留 め 具 組 立 体 は 保 持 具 を さ ら に 備 え 、 該 保 持 具 の 少 な く と も 一 部 が 前 記 ア ン
カ ー の 前 記 長 手 方 向 内 孔 を 定 め る 構 造 と 前 記 留 め 具 と の 間 に 配 置 さ れ る 、 請 求 項 １ に 記 載
の 外 科 用 留 め 具 組 立 体 。

前 記 保 持 具 が 変 形 可 能 な 材 料 か ら 形 成 さ れ て お り 、 前 記 保 持 具 が 前 記 留 め 具 内 に 挿 入 さ
れ る 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 外 科 用 留 め 具 組 立 体 。

留 め 具

６ ０

挿 入
部 材 挿 入 部 材



【 ０ ０ ５ ３ 】
　 こ の 後 以 下 で 詳 細 に 説 明 さ れ る よ う に 、 駆 動 体 １ １ ０ の 操 作 が 機 構 ６ ４ び 駆 動 体 １ １ ０
に 対 し て 与 え ら れ る 運 動 に よ っ て 、 伸 張 位 置 又 は 収 縮 位 置 の い ず れ か に 向 か っ て ピ ン ６ ０
の 能 動 的 な 縦 方 向 の 移 動 を 引 き 起 こ す よ う に 、 機 構 ６ ４ の 駆 動 体 １ １ ０ が 各 ピ ン ６ ０ と 作
動 可 能 に 結 合 さ れ る 。 本 発 明 の 示 さ れ る 形 態 に お い て 、 図 １ １ か ら 図 １ ５ に 戻 っ て 、 各 ピ
ン 又 は か か り ６ ０ は 、 好 適 に は 、 ピ ン ６ ０ が 挿 入 部 材 ４ ４ 内 に 挿 入 さ れ る と き に ア ン カ ー
２ ２ の 軸 線 ５ ２ （ 図 ７ 及 び 図 ９ ） の 近 く に く る 内 側 表 面 １ ２ ４ と 、 外 側 表 を 有 す る 。
図 １ １ か ら 図 １ ５ に 示 さ れ る よ う に 、 各 ピ ン ６ ０ の 内 側 表 面 １ ２ ４ は 、 軸 線 方 向 に 離 間 し
て い る 一 連 の 鋸 状 の 切 り 欠 き １ ２ ８ を 有 し て い る 。 鋸 状 の 切 り 欠 き １ ２ ８ は 、 前 端 部 ７ ４
か ら 軸 線 方 向 後 方 へ 各 ピ ン ６ ０ の 鋭 く な っ て い る 端 部 ７ ６ に 向 か っ て 長 い 距 離 の 間 延 び て
い る 。 特 に 、 各 ピ ン ６ ０ の 鋸 状 の 切 り 欠 き １ ２ ８ は 、 駆 動 体 １ １ ０ の 外 側 表 面 に 沿 っ て 軸
線 方 向 に 延 び る 外 側 ね じ 山 １ １ ４ と ね じ 式 に 係 合 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 こ の よ う に
、 駆 動 体 １ １ ０ が こ の 外 科 用 組 立 体 の ピ ン ６ ０ の 各 々 と 作 動 可 能 に 係 合 又 は 結 合 さ
れ る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 図 ３ ６ に 示 さ れ る よ う に 、 各 ピ ン 又 は か か り １ ６ ０ は 、 好 適 に は 、 図 ３ ８ 及 び 図 ３ ９ に
示 さ れ る よ う に ピ ン が 挿 入 部 材 １ ４ ４ 内 に 挿 入 さ れ る と き に ア ン カ ー の 軸 線 ５ ２ の 近 く に
く る 内 側 表 面 １ ８ ４ と 、 外 側 表 面 １ ８ ６ と を 有 す る 。 各 ピ ン の 内 側 表 面 １ ８ ４ は 、 前 端 部
１ ７ ４ か ら 軸 線 方 向 後 方 に 各 ピ ン １ ６ ０ の 第 二 端 部 又 は 他 方 の 端 部 １ ７ ６ に 向 か っ て 長 い
距 離 の 間 延 び る 一 連 の 離 間 し て い る 鋸 状 の 歯 １ ８ ８ を 有 す る 。 各 ピ ン の 鋸 状 の 歯 １ ８ ８ は
、 上 で 詳 細 に 説 明 さ れ た よ う に 、 機 構 ６ ４ の 駆 動 体 １ １ ０ の 外 側 表 面 に 沿 っ て 軸 線 方 向 に
延 び て い る 外 側 ね じ 山 １ １ ４ と ね じ 式 に 係 合 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 こ の よ う に 、 駆
動 体 １ １ ０ が こ の 外 科 用 組 立 体 の ピ ン １ ６ ０ の 各 々 と 作 動 可 能 に 係 合 又 は 結 合 さ れ
る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 図 ４ ０ は 外 科 用 組 立 体 の 代 替 形 態 を 概 略 的 に 示 し て い る 。 外 科 用 留 め 具 組 立 体 の
こ の 代 替 形 態 が 全 体 を 参 照 番 号 ２ １ ０ で 表 さ れ て い る 。 図 ４ ０ に 示 さ れ る よ う に 、 外 科 用
留 め 具 組 立 体 ２ １ ０ は 、 概 括 的 に 参 照 番 号 ２ ２ ０ に よ っ て 表 さ れ る 案 内 部 材 と 、 概 括 的 に
参 照 番 号 ２ ２ ２ に よ っ て 表 さ れ る 細 長 い ア ン カ ー と を 備 え る 。 図 ４ １ に 示 さ れ 、 以 下 で 詳
細 に 説 明 さ れ る よ う に 、 外 科 用 留 め 具 組 立 体 ２ １ ０ は 、 ア ン カ ー ２ ２ ２ に 対 し て 圧 縮 す る
関 係 に 案 内 部 材 ２ ２ ０ を 保 持 す る た め の 圧 縮 留 め 具 組 立 体 ２ ２ ４ を さ ら に 備 え る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 本 発 明 の 他 の 様 相 は 、 例 え ば 軸 線 方 向 に 案 内 部 材 ２ ２ ０ を ア ン カ ー ２ ２ ２ に 固 定 す る こ
と に よ っ て 、 案 内 部 材 ２ ２ ０ 及 び ア ン カ ー ２ ２ ２ を 互 い に 対 し て 圧 縮 す る 関 係 に 維 持 す る
た め の 圧 縮 ね じ 組 立 体 ２ ２ ４ を 有 す る 外 科 用 組 立 体 ２ １ ０ に 関 す る 。 図 ４ １ に 示 さ
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れ る 実 施 形 態 に お い て は 、 圧 縮 ね じ 組 立 体 ２ ２ ４ は 、 好 適 に は 、 圧 縮 ね じ ３ ０ ０ と 、 駆 動
体 ３ ０ ２ と を 含 む 。 圧 縮 ね じ ３ ０ ０ と 駆 動 体 ３ ０ ２ の 両 方 が 、 骨 組 織 又 は 人 体 物 質 と 生 体
適 合 性 が あ り 且 つ チ タ ン 、 チ タ ン 合 金 、 ス テ ン レ ス 鋼 、 又 は コ バ ル ト － ク ロ ム 合 金 か ら 構
成 さ れ る 組 か ら 好 適 に は 選 択 さ れ る 材 料 か ら 形 成 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 図 ４ ５ は 全 体 を 参 照 番 号 ４ ２ ２ で 表 さ れ る 別 形 態 の ア ン カ ー を 概 略 的 に 示 し て お り 、 こ
の ア ン カ ー は 外 科 用 組 立 体 の 一 部 分 と し て 使 用 さ れ 得 る 。 ア ン カ ー ４ ２ ２ は 、 反 対
側 に 位 置 す る 第 一 端 部 ４ ４ ６ と 第 二 端 部 と を 有 す る 細 長 い 挿 入 部 材 ４ ４ ４ を 含 む 。 挿 入 部
材 ４ ４ ４ は 、 好 適 に は 、 挿 入 部 材 ４ ４ を 形 成 す る た め に 使 用 さ れ る も の と 類 似 の 材 料 か ら
形 成 さ れ る 。 挿 入 部 材 ４ ４ ４ は 、 骨 に 挿 入 さ れ る と き に 、 第 一 端 部 ４ ４ ６ が 骨 折 線 の 一 方
の 側 に 配 置 さ れ る と 共 に 、 挿 入 部 材 ４ ４ ４ の 第 二 端 部 ４ ４ ８ が 骨 折 線 の 反 対 側 に 配 置 さ れ
る よ う な 大 き さ に さ れ る 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ９ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ９ １ 】
　 図 ４ ６ 、 図 ５ ０ 、 及 び 図 ５ １ に 示 さ れ る 実 施 形 態 に お い て は 、 各 ピ ン ４ ６ ０ は 、

反 対 側 の 鋭 く な っ て い る 端 部 ４ ６ ６ を 有 す る 。 鋭 く な っ て い る 端 部 ４ ６ ６ の
方 で 、 各 ピ ン は 、 好 適 に は 、 曲 線 形 状 又 は 弧 状 形 状 を し て お り 、 自 由 端 部 ４ ６ ６ は 開 口 ４
７ ０ へ そ こ を 通 っ て 延 び る よ う に な っ て い る 。 各 ピ ン ４ ６ ０ の 長 さ は 、 ピ ン ４ ６ ０ の 前 端
部 ４ ６ １ が ア ン カ ー ４ ２ ２ 内 に 完 全 に 収 縮 す る と （ 図 ４ ５ ） 、 ピ ン 又 は か か り ４ ６ ０ の 反
対 側 の 鋭 く な っ て い る 端 部 ４ ６ ６ が 挿 入 部 材 ４ ４ ４ の 外 径 内 に 位 置 す る よ う に 選 択 さ れ 、
患 者 の 骨 へ の 外 科 用 組 立 体 の 挿 入 を 容 易 に す る 。 さ ら に は 、 各 か か り 又 は ピ ン ４ ６
０ の 長 さ は 、 ピ ン が 伸 長 位 置 （ 図 ６ ３ ） ま で 動 か さ れ る と き に 、 各 ピ ン ４ ６ ０ の 前 端 部 ４
６ １ が 搬 送 体 組 立 体 ４ ６ ２ と 作 動 可 能 に 結 合 さ れ て い る 状 態 を 維 持 し 、 外 科 医 に よ っ て 所
望 さ れ る と き 又 は 必 要 と 分 か っ た と き に ピ ン ４ ６ ０ が 伸 張 位 置 か ら 能 動 的 に 収 縮 す る こ と
を 可 能 と さ せ る よ う な 大 き さ に さ れ る こ と が 分 か る で あ ろ う 。
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ９ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 図 ４ ５ に 示 さ れ る よ う に 、 搬 送 体 組 立 体 ４ ６ ２ は 、 軸 線 方 向 の 運 動 の た め に 挿 入 部 材 ４
４ ４ に よ っ て 定 め ら れ る 内 孔 ４ ５ ２ に 軸 線 方 向 に 納 ま っ て お り 、 各 ピ ン ４ ６ ０ の 鋭 く な っ
て い る 端 部 ４ ６ ６ は 開 口 ４ ７ ０ の 中 を 少 な く と も 部 分 的 に 延 び て い る が ４ ４ ４ の
周 囲 を 越 え て は い な い 。 搬 送 体 組 立 体 ４ ６ ２ を 挿 入 部 材 ４ ４ ４ の 内 孔 ４ ５ ２ に 取 り 付 け た
後 、 挿 入 部 材 ４ ４ ４ の 開 放 端 部 が 端 部 キ ャ ッ プ ４ ９ ７ に よ っ て 閉 じ ら れ る 。
【 手 続 補 正 １ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ９ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】

(4) JP 2007-90094 A5 2007.6.7

留 め 具

前 端 部
４ ６ １ と 、 と

留 め 具

挿 入 部 材



【 ０ ０ ９ ７ 】
　 ４ ４ ４ の 内 孔 ４ ５ ２ か ら 半 径 方 向 外 側 へ の ピ ン 又 は か か り ４ ６ ０ の 伸 張 を さ せ
る た め に 、 道 具 ５ ０ ０ が ４ ４ ４ の 中 に 挿 入 さ れ る 。 よ り 詳 細 に は 、 キ ー が 挿 入 部
材 ４ ４ ４ の 中 に ま っ す ぐ に 挿 入 さ れ 、 貫 通 し て 滑 動 部 材 と 作 動 可 能 に 係 合 で き る よ う に す
る 。 キ ー ５ ０ ４ 及 び ５ ０ ６ を 滑 動 部 材 と 作 動 可 能 に 係 合 す る よ う に 動 か し た 後 、 道 具 ５ ０
０ が 、 矢 印 と 図 ６ ２ 及 び 図 ６ ２ Ａ に よ っ て 示 さ れ る よ う に 、 滑 動 部 材 ４ ６ ３ の 回 転 を も た
ら す よ う に 回 転 さ せ ら れ る 。 滑 動 部 材 ４ ６ ３ の 回 転 が ピ ン ４ ６ ０ の 長 さ の 弾 性 に よ っ て 許
容 さ れ る 。 ス ロ ッ ト ４ ８ ５ 及 び ４ ８ ７ が 案 内 キ ー ４ ７ ７ と 整 列 さ れ る ま で 、 滑 動 部 材 ４ ６
３ が 回 転 さ せ ら れ 、 そ の 後 、 道 具 ５ ０ ０ が 図 ６ ２ に 示 さ れ る よ う に 左 へ 動 か さ れ 、 挿 入 部
材 ４ ４ ４ に 対 し て 外 側 へ ピ ン ４ ６ ０ を 強 制 的 に 進 ま せ 、 そ れ に よ っ て 外 科 用 ア ン カ ー ４ ２
２ の 骨 へ の 取 り 付 け 能 力 を 高 め さ せ る 。 所 望 さ れ る と き 、 道 具 が さ ら に 滑 動 部 材 ４ ６ ６ と
作 動 可 能 に 係 合 し た 状 態 で 使 用 さ れ て 、 ピ ン ４ ６ ０ を 図 ４ ５ に 示 さ れ る 位 置 へ 強 制 的 に 収
縮 さ せ て も よ い 。 す な わ ち 、 キ ー が 滑 動 部 材 と 作 動 可 能 に 係 合 さ れ て 再 配 置 さ れ 、 外 科 医
に よ っ て 必 要 と 分 か っ た と き 又 は 所 望 さ れ た と き に 、 組 立 体 の 除 去 を 容 易 に す る べ
く 、 ピ ン を 強 制 的 に 収 縮 さ せ る た め に 、 道 具 ５ ０ ０ が 押 さ れ て 、 回 さ れ る 又 は 回 転 さ せ ら
れ る 。
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